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第 1図　遺跡の位置
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第２図　周辺の地質（「陸前高田市史第二巻」より（再トレース））
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表 1　周辺の遺跡
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第３図　周辺の遺跡
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写真１　本宿館跡　付近の航空写真（上が北、1947 年米軍撮影（一部改変））
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本宿館跡

写真２　本宿館跡　航空写真（上が北、1947年米軍撮影（一部改変））
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第４図　本宿館跡平面図

平面図①（紫桃正隆 1972による）

平面図②（岩手県教育委員会1986による）
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第５図　調査区位置図
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第６図　調査区平面図１（２０10年）
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第７図　調査区平面図１（２０11年）
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第９図　検出遺構平面図
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　①（第 10 図 A-A'9 ～ 17 層）  黄褐色や褐色の礫混じりシルト層からなる。11 ～ 14 層は、層理

　　　　　　　　　　　　が南上方から北下方に斜行する。層序から後述の②・③より新しく、両

　　　　　　　　　　　　ユニットとの層界は一連である。

　②（第 10 図 A-A'18 層）　　  黄褐色のシルト混じり礫層で、層序から後述の③より新しい。

　③（第 10図 A-A'19・20 層）　炭化物を含む黄褐色のシルト混じり礫層からなり、上位の収れん

　　　　　　　　　　　　部を欠く。19 層は下位の収れん部も欠き、18 層との層界が垂直に近い。

　　　　　　　　　　　　層理が北上方から南下方に斜行する。

　サブトレンチ2（土層は第10図 B-B'）では、掘形全体を確認した。幅4.3ｍ、深さ1.1ｍで、底面の標

高は60.9ｍ。埋土は、サブトレンチ１と同じ観点から、埋没の進んだ掘形内を掘り直した部分を埋める

①～③、掘形内の当初の埋土である④の4つのユニットが識別できた。その様相は以下のとおりである。

　①（第 10 図 B-B'1 ～ 5 層）　 黄褐色や褐色の礫混じりシルト層やシルト混じり礫層からなる。

                        層序から後述の②～④より新しく、③・④との層界が一連である。1～

                        3 層の層理は水平である。4層は層理が西上方から東下方に斜行する。

　②（第 10 図 B-B'6 ～ 8 層） 　黄褐色や褐色の小石あるいは礫混じりシルト層からなる。層序か

                       ら後述の④よりも新しい。6 層下位の収れん部を欠き、5 層との層界が

                       垂直に近い。層理が西上方から東下方に斜行する。

　③（第 10 図 B-B'9・10 層）　 黄褐色や褐色の小石あるいは礫混じりシルト層からなる。層序か

　　　　　　　　　　　 ら後述の④より新しい。層理は水平である。

　④（第 10 図 B-B'11 ～ 16 層）黄褐色や褐色の礫混じりシルト層やシルト混じり礫層からなる。

　　　　　　　　　　　 11・12 層は下位の収れん部を欠き、前者は 3 層、後者は 5 層との層界

                     　が垂直に近い。14 層も前述の③との層界が垂直に近い。11・12 層は層

　　　　　　　　　　　 理が東上方から西下方に斜行する。



　①（第 10 図 A-A'33 ～ 45 層）　炭粒を含む黄褐色や褐色の礫混じりシルト層やシルト混じり礫

                   層からなる。層序から後述のユニット 2より新しい。

　②（第 10 図 A-A'46 ～ 55 層）  黄褐色や褐色の礫混じり粘土質シルト層やシルト混じり礫層か

                    らなる。炭粒は含まない。47・48層は掘形の北壁沿いでわずかにみられる。

　サブトレンチ2では、掘形は東寄りがかなり破壊され、西肩から2.5ｍ東までが残る。深さ2.4 ｍ

で、底面の標高は 60.9 ｍ。埋土は、層相の違いから①・②の 2つのユニットが識別できた。

　①（第 10 図 B-B'29 層）　　   炭粒を含む黄褐色の礫層からなる。

　②（第 10 図 B-B'30 ～ 32 層）  黄褐色のシルト質砂層で炭粒を含まない。

  サブトレンチ 1・2で確認したユニットの対応関係は以下のとおりで、少なくとも 1回は掘り直

されたことがうかがえる。

　　　サブトレンチ 1－①　－　　サブトレンチ 2－①

　　　サブトレンチ 1－②　－　　サブトレンチ 2－②
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第10図　堀土層断面図
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第13図　出土遺物
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　　第14図　遺構変遷図　
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